
本
県
の
中
央
に
位
置
す
る
吉
岡

町
。
豊
か
な
自
然
と
都
市
の
利
便

性
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、
大

型
商
業
施
設
の
充
実
な
ど
を
背
景

に
「
住
み
や
す
い
街
」
と
の
評
価

が
高
い
。
今
年
は
自
治
体
の
名
称

と
し
て
「
吉
岡
」
が
使
わ
れ
て
か

ら

年
。町
が
掲
げ
る
将
来
像
「
思

い
を
紡
ぎ
、
未
来
に
つ
な
げ
る
ま

ち
づ
く
り

吉
岡
」
の
実
現
に
向

け
、
着
実
に
歩
を
進
め
る
。

町
村
合
併
促
進
法
施
行
で
明
治

村
と
駒
寄
村
が
合
併
。
１
９
５
５

（
昭
和

）
年
４
月
１
日
、
両
村

を
流
れ
る
吉
岡
川
に
ち
な
ん
だ

「
吉
岡
村
」
が
誕
生
し
た
。

年
の
町
制
施
行
後
、
上
毛
大

橋
や
前
橋
伊
香
保
線
吉
岡
バ
イ
パ

ス
、
高
崎
渋
川
線
バ
イ
パ
ス
が
次

々
と
開
通
。
２
０
０
６
年
に
は
関

越
自
動
車
道
・
駒
寄
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（

）
が
開

設
さ
れ
、
都
心
や
県
内
外
の
観
光

地
、
県
内
主
要
都
市
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
格
段
に
向
上
し
た
。

東

側
に
は
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー

ク
や
ス
ー
パ
ー
、
家
電
量
販
店
な

ど
が
進
出
。
町
の
発
展
を
象
徴
す

る
商
業
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。

便
利
で
暮
ら
し
や
す
い
環
境
が

整
い
、
町
外
か
ら
の
転
入
者
が
増

え
て
い
る
。
合
併
当
時
、
１
万

人
だ
っ
た
人
口
は
、
今
年
３
月
１

日
現
在
で
２
万
２
６
６
０
人
に
ま

で
増
加
。
若
い
世
代
の
流
入
も
目

立
っ
て
い
る
。

町
へ
の
高
評
価
を
裏
付
け
る
デ

ー
タ
の
一
つ
が
、
賃
貸
住
宅
大
手

の
大
東
建
託
が
公
表
し
て
い
る

「
街
の
幸
福
度
＆
住
み
続
け
た
い

街
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
５
」
。
吉

岡
は
「
街
の
幸
福
度
」
と
「
住
み

続
け
た
い
街
」
の
両
ラ
ン
キ
ン
グ

で
２
年
連
続
１
位
と
な
っ
た
。
ま

た
、
経
済
界
有
志
や
有
識
者
ら
で

つ
く
る
民
間
組
織
「
人
口
戦
略
会

議
」
は
昨
年
４
月
に
公
表
し
た
リ

ポ
ー
ト
で
、
吉
岡
を
全
国
１
７
２

９
自
治
体
の
う
ち

し
か
な
い

「
自
立
持
続
可
能
性
自
治
体
」
に

分
類
。
将
来
も
安
定
し
て
発
展
し

て
い
け
る
可
能
性
を
示
し
た
。

町
は
、
こ
れ
ま
で
の
姿
を
継
承

し
、
在
る
べ
き
姿
を
よ
り
確
か
な

も
の
に
し
て
い
く
た
め
第
６
次
吉

岡
町
総
合
計
画
を
策
定
。
「
思
い

を
紡
ぎ
、
未
来
に
つ
な
げ
る
ま
ち

づ
く
り

吉
岡
」
を
将
来
像
に
掲

げ
、
そ
の
実
現
と
さ
ら
な
る
発
展

を
目
指
し
て
い
る
。

1955年 明治村と駒寄村が合併し、吉

岡村誕生

1966年 吉岡中学校開校（明治中学校

と駒寄中学校統合）

1987年 新庁舎・社会体育館完成

1991年 町制施行・吉岡町誕生

1996年 文化センター完成

1998年 よしおか温泉リバートピア吉

岡開業

1999年 上毛大橋開通、前橋伊香保線

吉岡バイパス開通

2003年 保健センター業務開始

2006年 駒寄スマートインターチェン

ジ運用開始

2010年 道の駅よしおか温泉開業

2011年 北海道大樹町と友好都市協定

締結

2018年 文化財センター開所、高崎渋

川線バイパス開通

2021年 駒寄スマートインターチェン

ジの大型車対応運用開始

2025年 吉岡 誕生70年

も
っ
と

住
み
続
け
た
い

町
へ

吉
岡
町
長

柴
﨑
德
一
郎

今
年
４
月
、
吉
岡
町
は

「
吉
岡
」
誕
生

年
を
迎

え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
町
の
基
礎

を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
先

人
の
皆
さ
ま
方
の
ご
尽

力
、
そ
し
て
現
在
町
を
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
住

民
の
皆
さ
ま
の
ほ
か
、
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

吉
岡
町
は
総
合
計
画
に

も
掲
げ
て
い
る
通
り
「
思

い
を
紡
ぎ
、
未
来
に
つ
な

げ
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
さ

ら
に
推
進
す
る
た
め
、
町

と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
近

隣
自
治
体
や
関
係
団
体
と

の
連
携
を
深
め
、
も
っ
と

「
住
み
続
け
た
い
」
町
の

実
現
に
向
け
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
活
用

教
員
の
働
き
が
い
創
出
も
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∪
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∪
∪
∪
∪
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∪
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∪
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∪
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∪
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⊃

充
実
の
子
育
て
・
教
育
環
境

吉
岡
町
の
「
住
み
や
す
さ
」
が
評
価
さ
れ
る
理

由
の
一
つ
が
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
だ
。
教

育
人
材
の
育
成
や
物
的
環
境
の
整
備
に
も
取
り
組

み
、
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

町
学
校
教
育
推
進
計
画
「
Ｈ
ｉ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｉ
プ
ラ

ン
」
は
、
考
え
て
行
動
で
き
る
人
の
育
成
を
目
指

し
て
い
る
。
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
積
極

的
な
活
用
も
そ
の
一
環
。
町
教
委
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
教
育
実
践
の
け
ん
引
役
と
な
っ
て
も
ら
う

文
部
科
学
省
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
事

業
に
県
内
で
唯
一
採
択
さ
れ
て
い
る
。

駒
寄
小
と
吉
岡
中
を
指
定
校
に
、
明
治
小
を
協

力
校
と
し
、
教
員
ら
は
先
進
自
治
体
を
視
察
し
た

り
、
専
門
家
の
講
義
を
受
け
た
り
し
て
授
業
改
善

を
図
る
。
指
定
校
は
授
業
を
公
開
し
て
、
海
外
か

ら
の
視
察
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

中
学
生
の
部
活
動
の
地
域
展
開
に
も
積
極
的
。

各
運
動
部
に
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
が
関

わ
る
ほ
か
、
町
内
に
拠
点
を
置
く
家
電
量
販
店
最

大
手
の
ヤ
マ
ダ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
陸
上
競
技
部

の
現
役
選
手
や
出
身
者
も
吉
岡
中
陸
上
部
の
生
徒

を
指
導
し
て
い
る
。

子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
に
は
教
員

へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な
い
。
町
教
委
は
校
務

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
ク
ラ
ウ
ド
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を
実
現
。
こ
れ
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
た
時
間
を
、
子
ど
も
と
の
よ
り
深
い
対

話
や
授
業
研
究
に
充
て
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い

だ
。
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（１２）(令和７年) （１２）(令和７年)


